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概要

EPMとは
EPM０．９４新機能
EPM0.94リリース状況
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EPMとは

プロジェクトの制御に有効な開発者の振る
舞いに関する情報を収集する

以下の開発ツールの情報を収集する
構成管理ツールの情報（CVS）
メールの情報（Mailman、ｆｍｌなど）
障害管理ツールの情報（GNATSなど）
収集したデータをグラフや表を用いて可視
化する



2006/03/16
第4回 エンピリカルソフトウェア工学

研究会 4

EPMの特徴

開発ツールの履歴ログからデータを収集
する

リアルタイムに振る舞いを参照できる

データ収集の負荷が少ない

人為的操作の少ないデータが収集できる

オープンソース開発にも使われているツー
ルを対象としているため、導入しやすい
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EPMのシステム構成

構成管理
履歴

メール
履歴

不具合
履歴

標準化エンピリカルデータ(XML形式)標準化エンピリカルデータ(XML形式)

PostgreSQL(Repository)

CVS, Mailman, GNATS, (WinCVS, SourceShare)
<Option> Majordomo, FML, Bugzilla

開発者
管理者

開発者
管理者

個別分析，関連分析

既存ツール

Translater

Importer

Analyzer
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EPMへのユーザからの要望

メーリングリスト（メール）サーバを立ち上
げることが出来ない

個別分析を行いたい
特定のモジュールのみのデータを分析したい

特定の開発者のデータを分析したい

グラフのデータをExcelで読めるようにして
ほしい

=>これらの要望などを新機能として開発を行った
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EPM0.94新機能

メールデータ収集機能：Popper
分析対象データのフィルタリング

ロジカルカップリング

その他の新機能
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メールデータ収集機能：Popper

従来のEPMではメールデータを収集する場合、
メーリングリスト管理システム（Mailmanなど）を
準備する必要があるが、、、

社内のメーリングリストサーバの履歴ログを自由に参
照できる権限が無い

社内規定でプロジェクト個別のメールサーバ・メーリン
グリストサーバを立ち上げることが出来ない

メールサーバを管理する工数の余裕が個別プロジェ
クトにはない
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メールデータ収集機能：Popper

別途作成したデータ収集用のメールアドレスから
データ収集を行う機能を追加
データ収集用のメールアドレスにいずれかの方法で
メールを転送する
データ収集用アドレスを社内メーリングリストに追加する

開発者へのメールを.forwardで自動転送する
（個別に開発者が手動で転送する）

転送メールをPOP（APOPも対応）を利用し、定期的に
EPMサーバへダウンロードする
Translatorを使用してダウンロードしたメールからデー
タを収集する
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分析対象データのフィルタリング機能

プロジェクト全体ではなく、何らかの条件で
フィルタリングした対象データだけの分析を
行いたい

言語ごとの規模推移を見たい

起票分類が「コード不具合」で、重要度が「大」
または「中」の障害データだけ参照したい

特定の開発者のCVS操作履歴のみ参照したい
などなど
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分析対象データのフィルタリング機能

ユーザが設定した条件で分析対象デー
タをフィルタリングする機能を追加

事前にSQLファイルで、フィルタリング条件
を設定
フィルタリングの条件には、ファイル名やCVS
操作履歴などの単位で設定可能

Analyzerで、グラフ表示をするときに条件
を選択
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分析対象データのフィルタリング機能

フィルタリグ条件は、SQLファイルで設定
複雑な条件も記述可能

PostgreSQL用SQLを使用するため、正規表現
での条件記述も可能

（標準的な？）サンプルフィルタリング条件
のSQLファイルを提供
Web経由でSQLファイルが編集可能
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ロジカルカップリング

長年にわたる保守作業（機能変更・バグ修
正）によりプログラムの構造が複雑化

あるコードを修正した場合、別のコードも修
正しなければいけない

このような論理的結合関係をロジカルカッ
プリングと呼ぶ

=>論理的結合関係の情報が時間の経過や担当者の変
更などにより、潜在化する
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ロジカルカップリング

CVSの操作履歴からロジカルカップリングを見つ
け、保守作業の支援を行う機能を追加
同一開発者が一定時間内にCVSの更新（コミット）を
行ったファイルリスト作成

その更新回数が指定回数以上のファイルの組み合わ
せをリストアップ

リストアップした組み合わせや同時更新回数をCSV形
式で出力

参考：以下の発表（SS2005）内容のうち、ファイルの同時変更パターン部分を実装
http://www.empirical.jp/paperdb/papers/contents.ja/31.html
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SourceForge.net Doom Legacy： 5分以内・20回以上同時更新
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その他の新機能

グラフデータのCSV形式出力機能
分析用データのCSV出力機能
ソースの行数やのべ追加行数、ファイル数、
開発者数などを項目をCSV形式で出力
優先度や重要度、起票分類（不具合・バグ
etc）で条件分けされた障害の累積数や未解
決平均滞留時間などをCSV形式で出力
（項目詳細は、EPM0.94マニュアル参照）
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P.13 のソースコードの規模推移グラフの結果をCSV出力
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EPM0.94のリリース状況

共同研究用α版

３月３日にリリース
通常のLinuxへインストール・動作するtar.gz版
Windows上で仮想マシンで動作するcoLinux版

オープンソースβ版

現在リリースに向けて作業中

参考： http://www.empirical.jp/research/epm.html


